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□ 用語の定義

 ⑴ 研究会➩エコ･シビルエンジニアリング研究会及び市民環境村塾を指す

 ⑵ 研究グループ➩研究会の基本となる会員による各研究グループを指す

 ⑶ 会員➩研究会(正会員･学生会員)の会員を指す

 ⑷ グループ員➩研究会の会員でありかつ研究グループに属する会員を指す

 □ 目的の明確化

⑴ 環境全般にわたる内容を会員間で共有化する。

「研究➩学習会➩講演会➩事業展開」を環境全般において実施する。

⑵ 幅広い環境諸問題について、横断的に検討し総合的に環境問題の解決を試みる。当研究会は、この点において独自性を発揮する。

⑶ 各研究グループごとに、必要なテーマで研究を行い、学習会を企画･提案して会員相互に「共通認識･情報の共有化」を図る。研究･学習会の成果を「環境学習講演会」に発展させ、さらに受託事業･独自事業に発展させる。その際に当研究会は活動する会員に対して、応援体制をとるものとする。

□ 研究会の運営

⑴ 根系部―研究･学習会の充実を図る（各研究グループの一覧化と会員増強）     

⑵ 樹幹部―組織の明確化（研究会･市民環境村塾･NPO法人に対応する組織）

⑶ 樹冠部―実践活動の体系化を図る（環境学習講演会･受託事業･独自事業）

　　　　　（◎実践中･実践可能、○若干の準備期間要、△構想段階、の整理）

□ 研究会と各研究グループ（根系部）に関して

　⑴ 研究会の目的に沿い、各研究グループ活動によって全体会の活動を支える。

　⑵ 研究グループ代表は、活動計画書を研究会に提出し登録する。研究会では、研究グループの計画書をファイル化して一覧化し、会員募集等に役立てる。

　⑶ 研究会の会員（正会員･学生会員･メーリングリスト会員等）は、基本的に各研究グループを主宰し、もしくはグループに所属（重複所属可）する。

　⑷ 会員はグループとしてそれぞれのテーマで研究し、学習会を企画･提案し、会員相互に共通認識をもち、情報の共有化が図れるように努力する。

　⑸ 研究グループの代表は、会員の中からグループ員を募る。又新たに会員を勧誘し確保する。その際、重複して複数の研究グループ員になることも大事であり、お互いに協力し合うものとする。

　⑹ 研究グループの代表が主催者となり、他の研究グループ代表並びに会員に学習会への参加を促し、事業展開への応援を求める。

□ 組織の明確化（樹幹部）

　⑴
 会員及び研究グループの研究や学習会が充実し、環境学習講演会や独自事業及び受託事業を実践していくための段取りをとるのが組織の役割である。

　⑵ 研究分野から実践活動へ結びつける際、従来からのエコ･シビリエンジニア研究会分野、市民環境村塾分野を取り込んだＮＰＯ法人としての組織を確立することが必要である。

　⑶ 組織を支えるのは会員である。総合的で横断的な環境問題の解決を図っていくため、幅広い分野からの会員を増強する必要がある。その会員の活動がスムーズに運ぶことを担保できる組織でなければならない。

□ 事業計画･活動計画の整理（樹冠部）

　⑴「“学ぶ”ことから“創る”へ」を研究会のテーマととらえる。

　　創る＝環境啓発活動、独自事業、受託事業につながることであり、それを

目指す。その方法を活動計画として位置付ける

　⑵ 研究会の活動計画と平行して、「NPO法人化」を進めていく。

　⑶ 活動計画は次の視点で整理し、一覧化する。

　　▽ 研究会としての“活動形態”

　　　Ａ：「基礎研究･学習」分野（エコ･シビルエンジニアリング研究会対応）

　　　Ｂ：「環境学習･教育」分野（市民環境村塾対応）

　　　Ｃ：「独自･委託事業」分野（ＮＰＯ法人対応）

　　▽ 研究会としての“活動順位”

　　　◎：現在実施中もしくは実施可能事業

　　　○：若干の準備期間を必要とする事業

　　　△：現段階では構想として研究を要する事業

　　▽ 研究会としての“活動計画”

1 各研究グループごとの研究テーマと事業を一覧化する

②“活動形態”ごとに“活動順位”で計画に位置付ける

③ 新たなグループ員及び研究会会員を募る、生きた資料とする

□ 研究会としての事業展開

　⑴「環境小話」を会員から収集し、活用そして発行する

　⑵「環境保全型製品」などにアイデアを出し合う

　⑶「研究会」「市民環境村塾」「NPO法人」としてトータルに活動する
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